
平成19年度 一般会計 
　皆さんから納めていただいた税金、保険料などは、町の一般会計・特
別会計の財源の一部となり、町の行財政運営に使われました。 
　歳入は、59億3,304万円で、前年度と比較して1,114万円、0.2％
増加しました。 
 

歳入 59億3,304万円 

その他依存財源 
4億683万円  

　国に納めた税金から一定のルール
で交付されるお金 

町債 
1億8,656万円 

　建設工事など金額の大
きな事業を行うために借り
入れをしたお金 

地方交付税 
9億7,895万円 

　町の規模に応じて、標準的な財政
運営ができるよう国から交付される
お金 

国県支出金 
6億3,016万円 

　建設事業などの実施に
より国県から補助、負担さ
れるお金  
○国庫補助補助金  
　笠松みなと公園整備事業 

 2,500万円 
○岐阜県市町村振興補助金
　神清寺橋架け替え事業 

820万円 
　ふらっと笠松整備事業 

320万円 
　リバーサイドタウン笠松 
　計画策定事業　 147万円 

など 

依存財源（37％） 
国や県の基準に基づき、交付
されるお金 
　使い道が特定されているもの
が多く、自由に使うことができま
せん。 

◇町民１人あたりの収入額 
　町　　　　　　税 
　地 方 譲 与 税 
　地方消費税交付金 
　地 方 交 付 税 
　分担金及び負担金 
　国 庫 支 出 金 
　県　 支 　出　 金 
　寄　　附　　金 
　繰　　越　　金 
　町　　　　　　債 
　そ　　の　　他 
　合　　　　　　計 

 
132,188円 
3,604円 
9,836円 
43,618円 
5,944円 
12,621円 
15,456円 
2,816円 
18,241円 
8,312円 
11,714円 
264,350円 

町税 
29億6,682万円 

住民税、固定資産税など
皆さんから納めていただ
いたお金  
　町民税（個人） 

11億5,713万円 
　町民税（法人） 

3億589万円 
　固定資産税 

13億3,830万円  
　軽自動車税 

2,879万円  
　町たばこ税 

1億3,671万円 

その他自主財源 
3億5,433万円 

公共施設の使用料や各種証明書交
付手数料も含まれます。 

繰越金　4億939万円  
前年度からの繰越金 

自主財源（63％） 
町が自ら基準を定め、徴収、
収納できるお金 
町が自立し、安定した行政
活動を進めるためには、自
主財源の増加が望まれます。
               


